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地 域 異 業 種 交 流 会 

「 F u n  a  b r i d g e 」 事 務 局 

（事務局:NTT 東日本 千葉西支店） 

 

 

地域異業種交流会「Fun a bridge」を開催します! 
～「日本一元気な船橋」の実現に向けて～ 

         

 

 
船橋市及び船橋商工会議所、一般社団法人船橋市観光協会、船橋市を中心に拠点をおく事業者９社※は、若手職

員・社員のキャリア開発を目的に、12 団体合同の異業種交流会「Fun a bridge」を 12 月 8 日（水）に開催します。 
詳細につきましては、以下の通りです。 

 ※ イケア・ジャパン株式会社 IKEA Tokyo-Bay:船橋市浜町 

株式会社千葉ジェッツふなばし:船橋市湊町 

株式会社東武百貨店 船橋店:船橋市本町 

株式会社ＪＴＢ 千葉西支店・船橋店:船橋市湊町 

クボタスピアーズ船橋・東京ベイ:船橋市栄町 

京葉ガス株式会社 船橋支社:船橋市市場 

東京電力パワーグリッド株式会社 京葉支社:船橋市湊町 

三井不動産商業マネジメント株式会社 ららぽーと TOKYO-BAY:船橋市浜町 

東日本電信電話株式会社（NTT 東日本） 千葉西支店:船橋市湊町 

 

１．「Fun a bridge」とは 
船橋市に拠点を設ける、業界・業種の異なる事業者・団体等の若手社員が集まり、「日本一元気な船橋」の実現に向

けた新たな戦略プランを自由な発想で立案し、発表する交流会です。 
 

２．「Fun a bridge」概要と目的 

 企業文化の異なる若手職員・社員がグループワークを通じて交流し、共に船橋市の未来を描く取り組みです。以下の効

果を目的として開催します。 

 船橋市商工業戦略プラン、Society5.0、SDGs 等、地域や社会の課題を自ら把握し理解する力を育む 

 10 年後の船橋の更なる発展・成⾧に向けた若手ならではの斬新なアイデアの創出・提案し視野の拡大を図る 

 船橋市や自社、自分自身の強み・課題・立ち位置について理解を深め、地域貢献・活性化への意欲を醸成する 
 

３．参加人数（予定） 

  24 名（11 団体 1～4 名選出）※ 

※1 グループ構成は 1 グループ 6 名×4 グループです。 

※一般社団法人船橋市観光協会はオブザーバーとして参加します。 

 



４．日時 

  2021 年 12 月 8 日（水） 10:00～17:00 

 

５．場所 

   船橋商工会議所 ５Ｆ会議室（501、502）※ 
   ※ 会議室は当日変更される可能性がございます。当日の船橋商工会議所１Ｆ案内板をご確認ください。 

 

６．カリキュラム 

  テーマ:  「日本一元気な船橋」の実現に向けて 

  以下の 3 つの観点からプランを立案・提案 

     ①サスティナブルなまちづくり  （持続可能な社会の実現、防災・減災対策、環境問題等）  

     ②人が集まる元気なまちづくり （街としての活性化、魅力度ＵＰ）                        

     ③誰もが暮らしやすいまちづくり（地域福祉の増進、学校教育の ICT 化推進等）  

 

 カリキュラム 

午前 イントロダクション 

松戸 徹 船橋市⾧講演（※10:10～10:40） 

戦略策定に関するケーススタディ 

午後 グループワーク 

発表 

市⾧からの総評 

（斬新性・社会貢献性・論理性などを総合評価し、最優秀グループ、グループ内ＭＶＰを決定） 

※ スケジュール詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

   

 

＜本件に関する報道機関からのお問い合わせ＞ 

NTT 東日本 千葉事業部 企画部 広報担当  

関、北島 

TEL: 043 – 274 - 2129 

Mail: kouhou-chiba-gm@east.ntt.co.jp 



地域若手異業種交流会「Fun a bridge」カリキュラム

1

時間
分 カリキュラム 実施内容

開始 終了

10:00 10:10 10 「Fun a bridge」事務局挨拶 「Fun a bridge」事務局代表
NTT東日本 千葉事業部 千葉西支店 支店⾧ 石渡

10:10 10:40 30 市⾧講話 船橋市 松戸市⾧講話

10:40 11:30 50 講話・ケーススタディ 戦略策定のメゾット（経営戦略～マーケティング戦略）
フレームワークを用いたケーススタディ

11:30 12:30 60 休憩

12:30 16:00 210 グループワーク
（適宜休憩）

・各自が調べてきた情報・テーマに対する意見を交換
・提言検討
・発表準備

16:00 16:40 40 全体発表
（採点） 1グループ7分＋質疑応答2分＋予備1分

16:40 16:45 5 休憩
（集計）

16:45 16:55 10 市⾧からの総評
・表彰
最優秀グループ（１グループ）、グループ内ＭＶＰ（各グループ１名）

・総評

16:55 17:00 5 アンケート記入


